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Ⅰ．緒　　言

　臨地実習における臨地実習指導者（以下、実

習指導者）の役割は、学生の主体性を尊重し、

対象者と学生との関係性を支え、学生が作成し

た看護計画に対して、対象者の状態に関するア

セスメントを説明し、適切な看護ケアの技術を

示すことであり、プロフェッショナルの姿勢を

示す等、看護の実践者としての役割モデルとな

ることが期待されている（文部科学省，2020）。

臨地実習において学生が行う看護ケアに責任を

持ち、学生が自らの思考で看護実践が行えるよ

うに、直接指導にあたる実習指導者の存在は重

要といえる。そのため、実習指導者には看護実

践能力だけでなく、実習で得た貴重な経験を教

材化する教育実践能力が必要であると述べてい

る（荒川　他，2021）。

　現在、実習指導者は保健師助産師看護師臨地

実習指導者講習会（以下、臨地実習指導者講習

会）で教育実践能力を修得している。臨地実習

指導者講習会は、講義1単位15時間、演習1単

位30時間、実習1単位45時間を基本とし、原

則として10単位（180時間）以上とされてい

る。教育実践能力の基盤として、基礎分野では、

教育の本質や教育方法、教育評価及び人間の発

達と学習過程における心理的な特徴についての

基礎知識や必要な理論を学ぶことを目標として

いる。また、専門分野では、人間の健康や看護

の考え方を多角的に学び、看護についての視野

を広げ自己の看護観を明確にすること、看護師

等養成所の各教育課程の概要を学び実習指導に

つなげること、実習指導案について理解し教授

方法や実習指導の展開を学ぶことを目標として

いる。一方、近藤ら（2015）は、全ての指導者

が公的な機関で臨地実習指導者講習会を受講し

ているわけではないと報告している。病院内独

自の研修によって養成されている現状が伺え、

実習指導が困難になっていると推測する。また、

志田ら（2011）は、臨地実習指導者講習会や指

導者研修を受けてもそれだけでは実際の場面で

適切な対応ができるとは限らない。様々な場面

を経験し、省察することを通して困難を乗り超

えていくことが可能となることを指摘してい

る。これらのことから、実習指導の経験を振り

返り、継続的に実習指導を評価することが重要

であり、評価により指導能力が向上していくと

考える。
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　教育評価には、誰が何を評価するかという観

点から、自己評価、他者評価、相互評価に分類

される（杉森　他，2021）。それぞれの性質とし

て、 自己評価には正確な自己の把握、 他者評価で

は自己と他者との価値観の相違（安彦，1987）、

相互評価では自己と他者の関係性が評価に影響

を与えると指摘されている（北尾，2006）。こ

れらのことから、実習指導者の評価には、まず、

実習指導者が実習指導についての自己評価を持

ち、 その後、 他者評価を受け、 さらに自己評価を

深化させることが必要だと考える。実習指導者

の評価について先行研究では、日本語版ECTB

（中西　他，2002）や臨地実習指導者の役割遂行

における自己評価指標 （近　他，2022） などの自

己評価、他者評価の評価指標が開発されている。

しかし、教育実践能力に焦点をあてた自己評価

指標は見当たらない。そこで、実習指導者の教

育実践能力を評価するための自己評価指標が必

要である。そのための第一段階として、実習指

導の評価項目を抽出したのでここに報告する。

Ⅱ．方　　法

１．研究目的

　本研究では、臨地実習指導者の教育実践能力

に焦点をあてた自己評価表を作成するための評

価項目の抽出を目的とする。

２．用語の定義

1）臨地実習指導者
　担当する領域について相当の学識経験を有し、

かつ、原則として厚生労働省若しくは都道府県が

実施している実習指導者講習会又はこれに準ずる

ものが実施した研修を受けた者である（看護師等

養成所の運営に関する指導ガイドライン，2023）。

2）教育実践能力
　看護学実習を展開する能力、学生および患者

理解の能力、言語化能力、状況把握能力、学生

への指導力、評価能力等の実習指導者に求めら

れている能力（厚生労働省，2010）。

3）自己評価
　評価の対象となる学習者自身が、評価の主体

となって自分の学習を振り返ることを自己評価

という（北尾，2006）。実習指導者自身が実習

指導について振り返り、自身が納得できる評価

をもつことができることである。

３．抽出方法

　臨地実習指導者の評価に関する先行研究、臨

地実習指導に関する書籍、保健師助産師看護師

実習指導者講習会の実施要綱（厚生労働省，

2020）、臨地実習指導者講習会の資料等から、

実習指導者の自己評価に必要な評価項目を抽出

した。評価項目の抽出方法については、教育学

専門の研究者からの助言や、桐明ら（2019）の

手法を参考にした。我が国の臨地実習指導者の

養成や実習指導者の継続教育については、英国

や米国と異なり独自性のある体制のため、国内

文献のみを対象とした。

1）文献の抽出手順
　（1）先行研究の収集

　医学中央雑誌web版より、以下の内容で検索

をした。キーワード「実習指導者」and「評価」、

検索期間は、2012年から2022年の10年間、

論文種類は原著論文、会議録を除く、分類は看

護とした。実習指導者の自己評価指標を用いて

いる文献を抽出し、評価項目を分析対象とした。

　（2）	 保健師助産師看護師実習指導者講習会の

実施要綱

　保健師助産師看護師実習指導者講習会の実施

要綱は2020年に一部改正となっているため、

2021年以降に開催された保健師助産師看護師

実習指導者講習会の実施要綱を収集した。A県

内の臨地実習指導者講習会を開催している4施

設に問い合わせを行い、実施要綱の収集を行っ

た。保健師助産師看護師実習指導者講習会の実

施要綱の教育目標や教育内容を抽出し、分析対

象とした。

　（3）	 国立国会図書館、日本医書出版協会に登

録されている書籍

　国立国会図書館、日本医書出版協会のホーム

ページより以下の内容で検索した。キーワード

「実習指導者」 and 「評価」、検索期間は2021年

から2024年として、検索条件は書籍とした。

検索した結果、リハビリや専門領域に焦点を当

てた書籍となったため、キーワード「実習指導」、

「看護教育」に変更した。研究対象とした書籍の

目次や見出しを抽出し、分析対象とした。

４．分析方法

　研究対象の（1）臨地実習指導者の評価に関

する先行研究、（2）保健師助産師看護師実習指

導者講習会の実施要綱、（3）国立国会図書館、
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日本医書出版協会に登録されている書籍から、

舟島 （2007） の内容分析における手順を参考

に、以下の手順で評価項目の抽出を行った。

1）	先行研究の自己評価項目、臨地実習指導者

講習会の実施要綱の教育目標、実習指導に

関する書籍の目次や見出しから、教育実践

能力について記載されている内容を抽出し

た。

2）	次に抽出した文章を整理しコードとした。

コードの意味内容が類似しているものを集

めサブカテゴリーを作成した。

3）	次にサブカテゴリーの意味内容が類似して

いるものを集め、内容を表す表現へと抽象

化し、カテゴリーを作成した。

4）	カテゴリーを教育実践能力　（厚生労働省，

2010） の ①教育課程、②授業設計・実施、

③学生等指導・評価の3項目に整理をした。

　作成したカテゴリーは看護教育や実習指導に関

する専門的知識のある研究者3名に確認し、意味

内容について検討をくり返し修正をした。また、

現在、臨地実習指導者の役割を担っている看護師

3名にカテゴリーの意味内容について確認した。

最後に、カテゴリーを評価項目とした。

Ⅲ．結　　果

１．研究対象文献の結果（表１参照）

1）	 実習指導者の評価に関する先行研究の収集
結果

　医学中央雑誌web版にて検索した結果170件

抽出した。抽出した文献から自己評価指標を用

いているものは16件であった。日本語版ECTB 

9件、教育ニードアセスメントツール ─実習指

導用─ 2件、臨地実習指導者の役割遂行におけ

る自己評価指標1件、日本語版MCI 1件、病棟

看護師の実習指導役割自己評価尺度1件、実習

指導者の教材観・指導観・学生観に基づく指導

行動尺度1件、病院独自に作成した実習指導者

評価表1件、日本語版ECTBを参考に作成した

質問紙1件であった。重複した自己評価指標を

除き、8件を分析対象とした。

2）	 保健師助産師看護師実習指導者講習会の実
施要綱の収集結果

　Ａ県内の3施設から実施要綱を収集した。実

施要綱の基盤分野、専門分野の各科目の教育目

標や教育内容を分析対象とした。

3）	 国立国会図書館、日本医書出版協会に登録
されている書籍の収集結果	

　キーワードを「実習指導」として検索した結

果、国立国会図書館では52件、日本医書出版協

会では7件であった。計59件から看護学実習以

外を対象としている書籍、専門領域に限定して

いる書籍を除き、4件を対象とした。次にキー

ワードを「看護教育」として検索した結果、国

立国会図書館では92件、日本医書出版協会では

9件であった。計101件から看護学実習以外を

対象としている書籍、専門領域に限定している

書籍を除き、9件を抽出した。「実習指導」と

「看護教育」から抽出した計13件のうち、重複

したものを除き、7件を分析対象とした。

２．評価項目の抽出結果（表２－１〜２－４参照）

　自己評価指標7件、臨地実習指導者講習会の

実施要綱3件、実習指導に関する書籍7件から

臨地実習指導者の教育実践能力の評価項目とし

て、合計390項目抽出し、123サブカテゴリー、

45カテゴリーを生成した。前述した教育実践能

力（厚生労働省，2010）の3つの項目に整理を

すると、教育課程では、41項目、16サブカテ

ゴリー、6カテゴリー生成した。授業設計・実

施では280項目、87サブカテゴリー、32カテ

ゴリー生成した。学生等指導・評価では69項

目、20サブカテゴリー、7カテゴリー生成した。

代表的なカテゴリーを【　】、サブカテゴリーを

『　』で示し、整理した結果を述べる。

1）教育実践能力の教育課程
　教育実践能力の教育課程では、実習指導者の

評価に関する先行研究、保健師助産師看護師実

習指導者講習会の実施要綱、国立国会図書館、

日本医書出版協会に登録されている書籍から合

計41項目抽出し、項目の意味内容から整理をし

て16サブカテゴリーを生成した。その後、サブ

カテゴリーの意味内容を整理して6カテゴリー

生成した。

　教育実践能力の教育課程のカテゴリーは、【実

習目的・目標や実習の進め方が理解できる】、

【教員との役割について確認・調整ができる】、

【実習目標達成のための実習指導計画（案）が立

案できる】等を生成した。

　【実習目的・目標や実習の進め方が理解でき

る】は『実習調整会議に参加して実習目的・目

標や実習の進め方を理解している』、『実習全体
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１
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究
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結
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発
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年
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自
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指
標

0
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版
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B
（
E
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C
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B
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）
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価
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ル
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直
子
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佳
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野
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地
実
習
指
導
者
の
役
割
遂
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に
お
け
る
自
己
評
価
指
標
の
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発

臨
地
実
習
指
導
者
の
役
割
遂
行
に
お
け
る
自
己
評
価
指
標

0
3

本
田
由
美
，
石
井
あ
ゆ
み
，
藤
原
尚
子
，

浅
井
直
子
，
椋
本
義
子
，
武
内
美
惠
，

東
　
了
美
，
新
居
智
子
，
植
田
裕
美
子

2
0
2
1

成
人
看
護
学
実
習
に
お
け
る
日
本
語
版
E
C
T
B
を
用
い
た
実
習
指
導
評
価
　

学
生
と
実
習
指
導
者
に
よ
る
2
0
1
8
年
度
と
2
0
1
9
年
度
の
比
較

日
本
語
版
E
C
T
B
（
E
ffe
ct
iv
e 
C
lin
ic
al
 T
ea
ch
in
g 
B
eh
av
io
rs
）
評
価

ス
ケ
ー
ル

0
4

中
岡
亜
希
子
，
内
海
桃
絵
，
井
上
満
代
，

矢
山
　
壮
，
上
杉
裕
子

2
0
2
1

日
本
語
版
M
en
to
rs

’  
C
o
m
p
et
en
ce
 I
n
st
ru
m
en
t 
in
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lin
ic
al
 M

en
to
r­

in
g 
o
f 
N
u
rs
in
g 
S
tu
d
en
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（
M
C
I）

の
信
頼
性
と
妥
当
性
の
検
証

日
本
語
版
M
C
Iと

教
育
ニ
ー
ド
ア
セ
ス
メ
ン
ト
ツ
ー
ル
	

─
実
習
指
導
者
用
─

0
5

伊
勢
根
尚
美
，
中
山
登
志
子
，	

舟
島
な
を
み

2
0
2
1

病
棟
看
護
師
の
実
習
指
導
役
割
自
己
評
価
尺
度
の
開
発
　
学
生
の
実
習
目
標
達

成
と
患
者
の
療
養
生
活
の
質
保
証
に
向
け

病
棟
看
護
師
の
実
習
指
導
役
割
自
己
評
価
尺
度

0
6

米
川
美
沙
恵
，
小
野
聡
子

2
0
2
0

臨
床
経
験
年
数
別
に
み
た
病
棟
看
護
師
の
実
習
指
導
に
対
す
る
教
育
ニ
ー
ド

教
育
ニ
ー
ド
ア
セ
ス
メ
ン
ト
ツ
ー
ル

　─
実
習
指
導
者
用
─

0
7

岩
本
美
代
子
，
江
口
　
瞳

2
0
2
0

看
護
学
実
習
に
お
け
る
教
材
観
・
指
導
観
・
学
生
観
に
基
づ
く
実
習
指
導
者
の

指
導
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動
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度
の
開
発
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頼
性
・
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の
検
討

実
習
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の
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材
観
・
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・
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に
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く
指
導
行
動
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度

0
8

菅
原
俊
子
，
浦
島
さ
と
み
，
落
合
華
恵
，

川
井
育
子
，
細
川
か
ほ
子

2
0
1
8

臨
床
実
習
指
導
に
お
け
る
質
の
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
　
実
習
指
導
者
評
価

表
の
分
析
と
課
題
の
抽
出
を
行
っ
て

A
病
院
で
独
自
に
作
成
し
た
実
習
指
導
者
評
価
表

0
9

井
上
喬
太
，
西
田
大
介
，
平
井
孝
治
，

松
本
賢
哉

2
0
1
7

精
神
看
護
へ
の
興
味
に
影
響
す
る
実
習
時
の
臨
床
指
導
者
の
か
か
わ
り

日
本
語
版
E
C
T
B
（
E
ffe
ct
iv
e  
C
lin
ic
al
 T
ea
ch
in
g 
B
eh
av
io
rs
）
評
価

ス
ケ
ー
ル

1
0

村
口
孝
子
，
平
野
裕
美
，
出
石
幸
子
，

永
見
純
子
，
小
野
晴
子

2
0
1
7

成
人
看
護
学
実
習
に
お
け
る
臨
地
実
習
指
導
者
の
指
導
行
動
の
評
価
に
関
す
る

研
究

日
本
語
版
E
C
T
B
（
E
ffe
ct
iv
e  
C
lin
ic
al
 T
ea
ch
in
g 
B
eh
av
io
rs
）
評
価

ス
ケ
ー
ル

1
1

栗
谷
亜
紀
，
灘
波
浩
子
，
岡
本
恵
里

2
0
1
6

看
護
学
実
習
に
お
け
る
看
護
師
と
し
て
の
指
導
行
動
に
対
す
る
自
己
評
価
お
よ

び
実
習
受
け
入
れ
に
対
す
る
捉
え
方

日
本
語
版
E
C
T
B
（
E
ffe
ct
iv
e 
C
lin
ic
al
 T
ea
ch
in
g 
B
eh
av
io
rs
）
評
価

ス
ケ
ー
ル

1
2

沖
田
聖
枝
，
影
本
妙
子
，
大
屋
ま
り
子
，

池
原
麗
子
，
中
西
啓
子

2
0
1
5

看
護
学
生
に
よ
る
実
習
指
導
者
評
価
の
変
化
に
影
響
す
る
要
因

日
本
語
版
E
C
T
B
（
E
ffe
ct
iv
e  
C
lin
ic
al
 T
ea
ch
in
g 
B
eh
av
io
rs
）
評
価

ス
ケ
ー
ル

1
3

田
村
眞
由
美
，
奥
　
祥
子
，
矢
野
朋
美
，

緒
方
昭
子
，
内
藤
倫
子
，
野
末
明
希

2
0
1
5

看
護
学
臨
地
実
習
指
導
者
の
指
導
に
関
す
る
意
識

日
本
語
版
E
C
T
B
（
E
ffe
ct
iv
e  
C
lin
ic
al
 T
ea
ch
in
g 
B
eh
av
io
rs
）
評
価

ス
ケ
ー
ル
等
を
参
考
に
作
成
し
た
質
問
紙

1
4

山
本
純
子
，
伊
藤
朗
子
，
中
本
明
世
，

松
田
藤
子
，
門
　
千
歳
，
横
溝
志
乃

2
0
1
4

日
本
語
版
E
C
T
B
を
用
い
た
成
人
看
護
学
実
習
の
実
習
指
導
評
価
　
看
護
学

生
と
実
習
指
導
者
，
実
習
指
導
者
の
役
割
に
よ
る
比
較
か
ら

日
本
語
版
E
C
T
B
（
E
ffe
ct
iv
e  
C
lin
ic
al
 T
ea
ch
in
g 
B
eh
av
io
rs
）
評
価

ス
ケ
ー
ル

1
5

新
井
祐
恵
，
伊
藤
朗
子
，
山
本
純
子
，

門
　
千
歳
，
松
田
藤
子
，
池
水
み
ゆ
き

2
0
1
3

日
本
語
版
E
C
T
B
を
用
い
た
成
人
看
護
学
実
習
指
導
の
検
討
　
実
習
指
導
者

と
看
護
学
教
員
の
評
価
か
ら

日
本
語
版
E
C
T
B
（
E
ffe
ct
iv
e  
C
lin
ic
al
 T
ea
ch
in
g 
B
eh
av
io
rs
）
評
価

ス
ケ
ー
ル

1
6

九
津
見
雅
美
，
冨
澤
理
恵
，
新
井
祐
恵
，

金
田
み
ど
り
，
門
　
千
歳
，
福
岡
富
子

2
0
1
2

A
病
院
で
の
B
大
学
看
護
学
臨
地
実
習
に
お
け
る
実
習
指
導
役
割
実
施
状
況
に

関
す
る
調
査
　
実
習
指
導
者
・
看
護
学
教
員
の
自
己
評
価
と
看
護
学
生
の
満
足

度
か
ら

日
本
語
版
E
C
T
B
（
E
ffe
ct
iv
e  
C
lin
ic
al
 T
ea
ch
in
g 
B
eh
av
io
rs
）
評
価

ス
ケ
ー
ル
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N
O

教
育
実
践
能
力
の
評
価
項
目

サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
ー

教
育
課
程

0
1

実
習
目
的
・
目
標
や
実
習
の
進
め
方
が
理
解
で
き
る

実
習
調
整
会
議
に
参
加
し
て
実
習
目
的
・
目
標
や
実
習
の
進
め
方
を
確
認
し
て
い
る

実
習
全
体
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
課
題
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る

0
2

教
員
と
の
役
割
に
つ
い
て
確
認
・
調
整
が
で
き
る

実
習
前
に
今
回
の
実
習
方
法
を
理
解
し
て
指
導
者
と
教
員
の
役
割
に
つ
い
て
確
認
や
調
整
を
し
て
い
る

教
員
と
協
議
を
し
て
実
習
目
標
に
合
わ
せ
た
患
者
選
定
を
し
て
い
る

学
生
の
実
習
の
進
捗
状
況
や
指
導
方
法
に
つ
い
て
教
員
と
情
報
共
有
し
て
い
る

0
3

学
生
の
レ
デ
ィ
ネ
ス
が
理
解
で
き
る

実
習
開
始
ま
で
に
教
員
に
学
生
の
レ
デ
ィ
ネ
ス
を
確
認
し
て
い
る

学
生
の
行
動
や
思
考
の
傾
向
を
理
解
し
、
指
導
に
活
か
し
て
い
る

0
4

学
習
理
論
や
教
育
理
論
を
実
習
の
展
開
に
活
用
で
き
る
（
問
題
解
決
学
習
，

プ
ロ
グ
ラ
ム
学
習
な
ど
）

成
人
学
習
者
の
原
則
を
理
解
し
、
学
習
理
論
を
実
習
の
展
開
に
活
用
で
き
る

教
育
の
本
質
や
教
育
方
法
の
基
本
的
知
識
が
あ
る

教
育
理
論
に
基
づ
い
た
実
習
指
導
が
で
き
る

臨
床
判
断
モ
デ
ル
な
ど
の
看
護
に
お
け
る
主
要
概
念
を
理
解
し
実
習
指
導
に
活
用
で
き
る

0
5

実
習
目
標
達
成
の
た
め
の
実
習
指
導
計
画
 （
案
） 
が
立
案
で
き
る

実
習
目
標
達
成
の
た
め
の
実
習
指
導
計
画
が
立
案
で
き
る

実
習
指
導
案
を
作
成
し
実
習
計
画
に
基
づ
い
た
指
導
が
で
き
る

0
6

学
生
の
学
習
状
況
や
実
習
の
進
行
状
況
に
合
わ
せ
て
指
導
計
画
の
修
正
・

評
価
が
で
き
る

臨
地
実
習
終
了
後
に
自
身
の
指
導
が
学
習
目
標
達
成
に
対
応
し
て
い
た
の
か
評
価
し
て
い
る

学
習
目
標
を
達
成
で
き
る
よ
う
に
学
生
の
状
況
に
合
わ
せ
て
指
導
計
画
を
修
正
・
評
価
し
て
い
る

自
身
の
指
導
が
学
生
に
と
っ
て
効
果
的
で
あ
っ
た
か
、
効
果
の
上
が
ら
な
い
原
因
を
考
察
し
て
い
る

授
業
設
計
・
実
施

0
7

学
生
の
実
習
展
開
が
円
滑
に
進
む
よ
う
に
ス
タ
ッ
フ
の
受
入
れ
調
整
が
で

き
る

ス
タ
ッ
フ
と
連
携
し
な
が
ら
学
生
の
受
け
持
ち
者
の
情
報
を
共
有
し
て
い
る

今
回
の
実
習
目
的
・
目
標
・
実
習
の
進
め
方
に
つ
い
て
ス
タ
ッ
フ
に
説
明
し
て
い
る

学
生
が
使
用
す
る
物
品
を
確
認
・
整
備
し
て
い
る

学
生
の
実
習
展
開
が
円
滑
に
進
む
よ
う
に
学
生
の
受
入
れ
の
調
整
が
で
き
る

0
8

学
生
が
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
下
で
具
体
的
な
経
験
が
で
き
る
よ
う
患
者
（
利

用
者
）
の
調
整
が
で
き
る

実
習
目
的
に
適
し
た
受
け
持
ち
者
を
選
定
し
て
い
る

学
生
の
学
習
状
況
や
実
習
状
況
を
他
の
実
習
指
導
者
と
共
有
し
て
い
る

適
切
な
学
習
機
会
を
設
定
し
、
具
体
的
な
経
験
が
で
き
る
よ
う
に
調
整
し
て
い
る

0
9

学
生
の
実
習
に
よ
る
ス
タ
ッ
フ
の
業
務
に
支
障
が
な
い
よ
う
に
調
整
が
で

き
る

実
習
要
項
を
理
解
し
、
学
生
が
実
施
し
て
よ
い
範
囲
を
説
明
し
て
い
る

ス
タ
ッ
フ
の
業
務
に
支
障
が
な
い
よ
う
に
学
生
の
実
習
計
画
を
調
整
し
て
い
る

病
棟
の
看
護
の
流
れ
や
業
務
に
支
障
が
な
い
よ
う
指
導
時
間
を
調
整
し
て
い
る

1
0

実
習
指
導
者
は
ス
タ
ッ
フ
の
学
生
指
導
状
況
が
確
認
で
き
る

実
習
に
関
す
る
病
棟
業
務
の
情
報
や
ス
タ
ッ
フ
の
指
導
状
況
を
確
認
し
て
い
る

学
生
の
実
習
目
標
達
成
で
き
る
よ
う
に
病
棟
内
及
び
他
部
署
と
連
絡
調
整
を
し
て
い
る

1
1

学
生
指
導
の
た
め
の
場
所
が
確
保
で
き
る

学
生
の
記
録
場
所
や
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
場
所
を
確
保
し
て
い
る

学
生
指
導
の
た
め
の
時
間
と
指
導
場
所
を
確
保
し
て
い
る

表
２

－ １
　実

習
指
導
者
の
教
育
実
践
能
力
評
価
表
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N
O

教
育
実
践
能
力
の
評
価
項
目

サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
ー

授
業
設
計
・
実
施

1
2

学
生
が
患
者
（
利
用
者
）
や
ス
タ
ッ
フ
と
円
滑
な
人
間
関
係
を
形
成
で
き

る
よ
う
に
指
導
が
で
き
る

学
生
が
医
療
チ
ー
ム
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
て
指
導
し
て
い
る

学
生
と
受
持
ち
患
者
や
ス
タ
ッ
フ
と
円
滑
な
人
間
関
係
を
形
成
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
て
る

学
生
に
学
ぶ
姿
勢
に
つ
い
て
（
挨
拶
・
言
葉
づ
か
い
・
態
度
等
）
の
重
要
性
を
説
明
し
て
い
る

学
生
と
受
け
持
ち
患
者
が
よ
い
人
間
関
係
が
形
成
で
き
る
よ
う
に
関
係
構
築
を
支
援
で
き
る

学
生
が
相
談
し
や
す
い
雰
囲
気
を
作
り
、
学
生
と
良
い
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
る

1
3

患
者
（
利
用
者
）、

関
係
ス
タ
ッ
フ
と
円
滑
な
人
間
関
係
を
形
成
し
な
が

ら
指
導
が
で
き
る

実
習
指
導
者
は
受
け
持
ち
者
、
関
係
ス
タ
ッ
フ
と
円
滑
な
人
間
関
係
を
形
成
し
な
が
ら
指
導
し
て
い
る

1
4

学
生
の
既
習
の
知
識
・
看
護
技
術
・
看
護
理
論
な
ど
を
実
習
で
活
用
で
き

る
よ
う
に
指
導
で
き
る

今
回
の
実
習
の
学
び
と
既
習
の
学
び
を
想
起
で
き
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
る

学
生
の
既
習
の
知
識
・
看
護
技
術
・
看
護
理
論
な
ど
を
実
習
で
活
用
し
専
門
領
域
の
学
び
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
る

1
5

看
護
過
程
の
展
開
を
理
解
し
て
指
導
が
で
き
る

看
護
過
程
の
展
開
を
理
解
し
て
学
生
の
進
行
状
況
を
把
握
で
き
る

1
6

学
生
の
経
験
を
教
材
化
し
看
護
の
意
味
づ
け
が
で
き
る

学
生
の
経
験
を
教
材
化
し
他
の
状
況
で
も
応
用
で
き
る
よ
う
指
導
が
で
き
る

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
は
建
設
的
な
姿
勢
で
参
加
し
て
適
切
な
発
言
を
し
て
い
る

学
生
の
経
験
に
意
味
を
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
教
材
化
す
る
こ
と
が
で
き
る

指
導
者
や
ス
タ
ッ
フ
の
看
護
実
践
や
学
生
の
経
験
か
ら
教
材
化
し
看
護
の
意
味
づ
け
が
で
き
る

1
7

質
問
と
発
問
を
使
い
分
け
る
こ
と
が
で
き
る

学
生
に
患
者
の
状
況
か
ら
ど
の
よ
う
な
看
護
が
必
要
と
考
え
る
か
発
問
し
て
い
る

受
け
持
ち
患
者
の
反
応
を
教
材
化
し
て
学
生
の
状
況
に
合
わ
せ
た
発
問
を
し
て
い
る

学
生
の
状
況
に
合
わ
せ
て
質
問
と
発
問
を
使
い
分
け
る
こ
と
が
で
き
る

1
8

学
生
の
思
考
の
道
筋
を
立
て
て
指
導
が
で
き
る

学
生
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
説
明
し
、
思
考
を
刺
激
す
る
よ
う
な
発
問
を
し
て
い
る

個
々
の
学
生
を
理
解
し
て
発
言
内
容
を
的
確
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る

個
々
の
学
生
の
状
況
を
理
解
し
、
学
生
の
理
解
を
超
え
る
質
問
や
発
問
は
し
な
い

1
9

自
身
の
看
護
観
を
明
確
に
し
て
表
現
で
き
る

自
己
の
看
護
観
を
明
確
に
し
て
い
る

倫
理
的
な
考
え
を
持
ち
、
自
己
の
看
護
観
を
表
現
で
き
る

受
け
持
ち
者
に
関
心
を
持
ち
、
良
い
人
間
関
係
を
築
い
て
い
る

2
0

患
者
の
言
動
や
患
者
の
サ
イ
ン
の
意
味
を
考
え
、
学
生
に
説
明
で
き
る

患
者
の
言
動
や
サ
イ
ン
か
ら
患
者
の
尊
厳
や
意
味
す
る
こ
と
を
考
え
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

受
け
持
ち
患
者
の
自
己
決
定
を
尊
重
し
な
が
ら
状
況
に
合
っ
た
援
助
方
法
と
根
拠
を
説
明
し
て
い
る

2
1

学
生
が
患
者
の
反
応
に
つ
い
て
意
識
で
き
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ
か
せ
る

こ
と
が
で
き
る

学
生
の
意
識
で
き
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ
か
せ
る
思
考
を
促
進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

指
導
者
や
教
員
の
行
動
や
思
考
過
程
か
ら
学
生
に
患
者
を
理
解
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
説
明
し
て
い
る

2
2

傾
聴
や
承
認
な
ど
の
指
導
技
術
を
意
識
し
な
が
ら
学
生
の
語
り
を
促
進
す

る
こ
と
が
で
き
る

傾
聴
や
承
認
を
す
る
こ
と
で
学
生
の
考
え
や
感
じ
た
こ
と
な
ど
を
言
語
化
す
る
こ
と
を
促
し
て
い
る

2
3

学
生
の
知
識
や
性
格
、
患
者
（
利
用
者
）
の
疾
患
や
看
護
の
方
向
性
に
つ

い
て
多
面
的
・
総
合
的
に
理
解
で
き
る

学
生
の
緊
張
や
不
安
を
を
和
ら
げ
る
よ
う
思
い
や
り
の
あ
る
態
度
で
か
か
わ
っ
て
い
る

学
生
お
よ
び
受
け
持
ち
患
者
を
多
面
的
・
総
合
的
に
理
解
で
き
る

表
２

－ ２
　実

習
指
導
者
の
教
育
実
践
能
力
評
価
表
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N
O

教
育
実
践
能
力
の
評
価
項
目

サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
ー

授
業
設
計
・
実
施

2
4

学
生
の
看
護
実
践
能
力
か
ら
患
者
に
実
施
で
き
る
援
助
を
理
解
で
き
る

患
者
の
個
別
性
に
応
じ
た
よ
り
よ
い
看
護
実
践
の
重
要
性
に
つ
い
て
助
言
で
き
る

実
習
の
進
行
状
況
を
把
握
し
、
学
生
が
適
切
な
行
動
が
で
き
る
よ
う
に
指
導
を
し
て
い
る

2
5

学
生
の
力
を
見
極
め
、
学
生
が
行
う
援
助
が
患
者
（
利
用
者
）
に
と
っ
て

よ
い
援
助
が
行
え
る
よ
う
に
指
導
で
き
る

学
生
の
自
主
性
や
グ
ル
ー
プ
性
か
ら
学
生
の
力
を
見
極
め
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る

学
生
が
受
持
ち
者
の
苦
痛
の
軽
減
の
た
め
の
安
楽
な
技
術
を
提
供
で
き
る
よ
う
指
導
す
る

2
6

学
生
の
学
習
状
況
や
理
解
度
に
応
じ
た
指
導
が
で
き
る

実
習
進
行
が
停
滞
し
た
時
に
は
学
生
の
考
え
や
主
張
を
学
生
の
立
場
に
立
っ
て
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
る

成
人
学
習
者
の
学
習
過
程
に
お
け
る
心
理
面
を
理
解
し
て
い
る

学
生
の
学
習
状
況
や
理
解
度
に
応
じ
た
指
導
を
し
て
い
る

2
7

学
生
の
情
緒
・
心
理
状
況
に
留
意
し
て
指
導
が
で
き
る

実
習
指
導
者
と
ス
タ
ッ
フ
が
協
力
し
、
学
生
が
報
告
・
連
絡
・
相
談
し
や
す
い
雰
囲
気
で
指
導
が
で
き
る

学
生
の
話
や
思
い
を
受
け
止
め
、
思
い
や
り
の
あ
る
態
度
で
関
わ
っ
て
い
る

学
生
が
自
己
の
考
え
を
表
現
で
き
る
よ
う
に
平
等
に
接
し
て
い
る

学
生
の
不
安
や
緊
張
を
和
ら
げ
る
よ
う
に
し
て
い
る

学
生
の
情
緒
・
心
理
状
態
に
留
意
し
、
受
持
ち
患
者
の
個
別
性
を
考
慮
し
た
指
導
を
し
て
い
る

学
生
が
落
ち
着
い
て
援
助
が
出
来
る
よ
う
に
精
神
面
を
配
慮
し
て
指
導
を
し
て
い
る

2
8

学
生
に
教
え
る
こ
と
の
優
先
順
位
を
つ
け
て
指
導
が
で
き
る

学
生
や
患
者
の
状
況
や
指
導
内
容
に
応
じ
て
優
先
的
に
指
導
す
る
学
生
を
選
択
で
き
る

学
生
の
看
護
実
践
を
把
握
し
患
者
の
権
利
や
安
全
性
の
確
保
が
最
優
先
で
あ
る
こ
と
を
考
え
さ
せ
て
い
る

学
生
の
進
行
状
況
を
把
握
し
、
適
切
な
行
動
が
で
き
る
よ
う
に
指
導
を
し
て
い
る

看
護
実
践
に
お
け
る
倫
理
的
な
課
題
と
そ
の
対
応
を
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る

2
9

学
生
の
実
習
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る

学
生
が
実
習
に
主
体
的
に
取
り
組
み
、
自
身
の
課
題
を
見
出
せ
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
る

学
生
に
対
し
て
率
直
で
思
い
や
り
の
あ
る
姿
勢
で
か
か
わ
っ
て
い
る

業
務
中
で
あ
っ
て
も
学
生
の
行
動
計
画
に
応
じ
て
指
導
を
し
て
い
る

個
々
の
学
生
と
よ
い
人
間
関
係
を
築
き
、
学
生
の
学
び
の
機
会
を
で
き
る
だ
け
確
保
し
て
い
る

学
生
が
実
習
を
継
続
で
き
る
よ
う
に
実
習
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る

3
0

学
生
に
対
し
て
一
貫
し
た
指
導
が
で
き
る

教
員
と
良
い
人
間
関
係
を
保
ち
、
学
生
の
学
習
状
況
に
つ
い
て
教
員
と
共
有
し
て
い
る

学
生
が
計
画
し
た
援
助
の
機
会
を
提
供
し
、
一
貫
し
た
指
導
を
し
て
い
る

3
1

学
生
が
物
事
を
正
確
に
理
解
で
き
て
い
る
の
か
確
認
で
き
る

学
生
個
々
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
実
習
指
導
方
法
を
工
夫
し
な
が
ら
協
力
や
支
援
を
し
て
い
る

学
生
の
反
応
を
観
察
し
、
指
導
が
理
解
で
き
て
い
る
の
か
判
断
で
き
る

学
生
が
物
事
を
正
確
に
理
解
し
た
か
確
認
し
て
い
る

3
2

学
生
が
対
応
で
き
な
い
状
況
を
瞬
時
に
判
断
し
対
処
が
で
き
る

学
生
の
看
護
実
践
に
参
加
し
遭
遇
し
や
す
い
危
険
や
そ
の
対
処
法
を
説
明
し
て
い
る

受
け
持
ち
患
者
の
看
護
実
践
を
と
お
し
て
学
生
に
看
護
援
助
の
質
保
証
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
て
い
る

3
3

学
生
に
有
効
な
学
習
資
源
の
提
示
が
で
き
る

学
生
が
自
己
成
長
で
き
る
よ
う
に
有
効
な
学
習
資
源
の
提
示
が
で
き
る

学
生
が
よ
り
良
い
看
護
援
助
が
で
き
る
よ
う
に
文
献
活
用
に
つ
い
て
指
導
を
し
て
い
る

表
２

－ ３
　実

習
指
導
者
の
教
育
実
践
能
力
評
価
表
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N
O

教
育
実
践
能
力
の
評
価
項
目

サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
ー

授
業
設
計
・
実
施

3
4

学
生
に
看
護
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
を
示
す
こ
と
が
で
き
る

看
護
師
と
し
て
の
役
割
モ
デ
ル
と
な
り
、
看
護
の
責
任
を
学
生
が
理
解
す
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
る

学
生
に
看
護
実
践
を
と
お
し
て
看
護
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
を
示
す
こ
と
が
で
き
る

ケ
ア
の
手
本
と
し
て
知
識
・
技
術
に
裏
づ
け
さ
れ
た
根
拠
の
あ
る
看
護
実
践
を
示
し
て
い
る

3
5

学
生
に
ケ
ア
や
ケ
ア
リ
ン
グ
に
つ
い
て
説
明
が
で
き
る

実
習
指
導
の
基
本
を
理
解
し
実
習
指
導
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る

実
習
領
域
で
の
看
護
実
践
を
と
お
し
て
ケ
ア
の
効
果
や
看
護
の
す
ば
ら
し
さ
を
学
生
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る

3
6

倫
理
的
配
慮
に
基
づ
く
看
護
実
践
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

学
生
の
看
護
実
践
時
に
は
ケ
ア
の
基
本
的
な
原
則
を
確
認
し
て
い
る

学
生
の
看
護
実
践
が
対
象
者
に
と
っ
て
負
担
や
不
利
益
を
与
え
な
い
よ
う
に
指
導
が
で
き
る

3
7

礼
節
や
守
秘
義
務
に
つ
い
て
学
生
に
指
導
が
で
き
る

看
護
の
専
門
職
と
し
て
の
態
度
・
姿
勢
が
培
わ
れ
る
よ
う
指
導
す
る

3
8

学
生
が
行
う
ケ
ア
の
安
全
・
安
楽
に
つ
い
て
確
認
が
で
き
る

学
生
の
看
護
行
為
が
患
者
の
安
全
・
安
楽
を
阻
害
し
て
い
な
い
か
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
を
訪
ね
て
観
察
し
て
い
る
　

学
生
の
看
護
行
為
の
安
全
性
や
、
学
生
が
対
応
で
き
な
い
状
況
を
判
断
し
対
処
し
て
い
る

学
生
等
指
導
・
評
価

3
9

実
習
指
導
に
お
け
る
評
価
の
意
義
や
方
法
が
理
解
で
き
る

受
け
持
ち
患
者
の
反
応
や
評
価
を
教
員
と
共
有
し
て
い
る

実
習
指
導
に
お
け
る
評
価
の
意
義
や
方
法
を
理
解
し
て
い
る

4
0

学
生
の
実
習
で
の
経
験
を
多
様
な
視
点
か
ら
振
り
返
る
よ
う
指
導
が
で
き
る

実
習
で
の
経
験
を
多
様
な
視
点
か
ら
振
り
返
り
、
次
の
実
践
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
る

学
生
が
互
い
に
刺
激
し
合
っ
て
向
上
で
き
る
よ
う
に
働
き
か
け
、
学
び
が
促
進
す
る
よ
う
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
し
て
い
る

4
1

実
習
期
間
中
に
学
生
の
形
成
的
評
価
を
行
い
，
成
果
と
課
題
を
見
出
す
こ

と
が
で
き
る

患
者
の
状
態
に
合
わ
せ
た
看
護
過
程
の
展
開
に
つ
い
て
指
導
を
し
て
い
る

学
生
の
看
護
実
践
を
振
り
返
り
、
学
び
を
深
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

学
生
が
よ
り
高
い
レ
ベ
ル
に
到
達
で
き
る
よ
う
に
、
不
足
や
欠
点
を
適
切
に
改
善
で
き
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
る

実
習
期
間
中
に
学
生
自
身
が
形
成
的
評
価
を
行
い
、
成
果
と
課
題
を
見
出
せ
れ
る
よ
う
に
指
導
が
で
き
る

実
習
の
進
行
状
況
を
学
生
自
身
が
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
る

学
生
に
自
己
評
価
の
重
要
性
を
説
明
し
て
実
習
目
標
達
成
状
況
の
自
己
評
価
を
促
し
て
い
る

4
2

学
生
に
成
功
体
験
を
も
た
せ
る
よ
う
に
指
導
で
き
る

学
生
の
や
る
気
を
高
め
る
た
め
に
成
功
体
験
を
も
て
る
よ
う
に
支
援
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

学
生
の
看
護
援
助
を
客
観
的
に
判
断
し
、
で
き
た
部
分
は
ほ
め
た
り
努
力
を
認
め
、
改
善
点
を
伝
え
て
い
る

4
3

学
生
の
達
成
で
き
た
目
標
と
達
成
で
き
な
か
っ
た
目
標
に
つ
い
て
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
が
で
き
る

学
生
に
振
り
返
り
の
時
間
を
設
け
て
相
互
的
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
か
ら
ど
の
活
動
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
確
認
を

し
て
い
る

学
生
が
看
護
実
践
を
変
化
で
き
る
よ
う
に
改
善
点
や
良
い
点
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
る

実
習
後
に
今
後
の
看
護
に
つ
な
が
る
よ
う
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
し
て
い
る

実
習
目
標
の
達
成
で
き
た
目
標
と
達
成
で
き
な
い
目
標
を
学
生
と
確
認
し
て
い
る

4
4

実
習
指
導
の
経
験
を
振
り
返
り
、
他
者
と
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
る

実
習
指
導
案
を
立
案
し
展
開
と
評
価
が
で
き
る

実
習
指
導
案
の
評
価
や
自
身
の
実
習
指
導
に
つ
い
て
評
価
を
し
て
い
る

実
習
指
導
終
了
後
に
自
身
の
指
導
を
振
り
返
り
他
者
と
共
有
で
き
る

4
5

実
習
指
導
の
経
験
を
次
の
指
導
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る

実
習
指
導
の
経
験
を
振
り
返
り
次
の
指
導
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る

表
２

－ ４
　実

習
指
導
者
の
教
育
実
践
能
力
評
価
表
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をマネジメントし課題を見出すことができる』

から生成した。【教員との役割について確認・調

整ができる】は『実習前に今回の実習方法を理

解して指導者と教員の役割について確認や調整

をしている』、『学生の実習の進捗状況や指導方

法について教員と情報共有している』等から生

成した。【実習目標達成のための実習指導計画

（案）が立案できる】は、『実習目標達成のため

の実習指導計画が立案できる』、『実習指導案を

作成し実習計画に基づいた指導ができる』から

生成した。

2）教育実践能力の授業設計・実施
　教育実践能力の授業設計・実施では、実習指

導者の評価に関する先行研究、保健師助産師看

護師実習指導者講習会の実施要綱、国立国会図

書館、日本医書出版協会に登録されている書籍

から合計280項目抽出し、項目の意味内容から

整理をして87サブカテゴリーを生成した。その

後、サブカテゴリーの意味内容を整理して32カ

テゴリー生成した。

　教育実践能力の授業設計・実施のカテゴリー

は、【学生の実習展開が円滑に進むようにスタッ

フの受け入れ調整ができる】、【質問と発問を使

い分けることができる】、【学生に教えることの

優先順位をつけて指導ができる】、【学生が行う

ケアの安全・安楽について確認ができる】等を

生成した。

　【学生の実習展開が円滑に進むようにスタッフ

の受け入れ調整ができる】は、『スタッフと連携

しながら受け持ち者の情報を提供している』、

『今回の実習目的・目標・実習の進め方について

スタッフに説明している』等から生成した。【質

問と発問を使い分けることができる】は、『受け

持ち患者の反応を教材化して学生の状況に合わ

せた発問をしている』、『学生の状況に合わせて

質問と発問を使い分けることができる』等から

生成した。【学生に教えることの優先順位をつけ

て指導ができる】は、『学生の看護実践を把握し、

患者の権利や安全性の確保が最優先であること

を考えさせている』、『学生の進行状況を把握し、

適切な行動ができるように指導をしている』等

から生成した。【学生が行うケアの安全・安楽に

ついて確認ができる】は、『学生の看護行為が患

者の安全・安楽を阻害していないかベッドサイ

ドを訪ねて観察している』、『学生の看護行為の

安全性や、学生が対応できない状況を判断し対

処している』から生成した。

3）教育実践能力の学生等指導・評価
　教育実践能力の学生等指導・評価では、実習

指導者の評価に関する先行研究、保健師助産師

看護師実習指導者講習会の実施要綱、国立国会

図書館、日本医書出版協会に登録されている書

籍から合計69項目抽出し、項目の意味内容から

整理をして20サブカテゴリーを生成した。その

後、サブカテゴリーの意味内容を整理して7カ

テゴリー生成した。

　教育実践能力の学生等指導・評価のカテゴ

リーは、【実習指導における評価の意義や方法が

理解できる】、【実習期間中に学生の形成的評価

を行い、成果と課題を見出すことができる】、

【実習指導の経験を振り返り、他者と共有するこ

とができる】等を生成した。

　【実習指導における評価の意義や方法が理解で

きる】は、『受け持ち患者の反応や評価を教員と

共有している』、『実習指導における評価の意義

や方法を理解している』から生成した。【実習期

間中に学生の形成的評価を行い、成果と課題を

見出すことができる】は、『患者の状態に合わせ

た看護過程の展開について指導をしている』、

『学生の看護実践を振り返り、学びを深化させる

ことができる』等から生成した。【実習指導の経

験を振り返り、他者と共有することができる】

は、『実習指導案の評価や自身の実習指導につい

て評価をしている』、『実習指導終了後に自身の

指導を振り返り他者と共有できる』等から生成

した。

4）内容妥当性の確認
　作成した45カテゴリーを、臨地実習指導者の

役割を担っている看護師3名と看護教育や実習

指導に関する専門的知識のある研究者3名に内

容妥当性の確認を得て、臨地実習指導者の教育

実践能力の評価項目とした。

Ⅳ．考　　察

　教育実践能力の評価項目として、教育課程6

項目、授業設計・実施32項目、学生等指導・評

価7項目の計45項目を作成した。前述した教育

実践能力（厚生労働省，2010）の教育課程、授

業設計・実施、学生等指導・評価に沿って考察

する。
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１．教育課程について

　教育実践能力の教育課程として6項目の評価

項目を作成した。教育課程とは、時代の要請に

合ったカリキュラムを作成し、それを授業展開、

評価、改善する能力としている　（厚生労働省，

2010）。

　看護学実習ガイドライン（文部科学省，2020）

では、大学は、教育理念、教育目標ならびに「卒

業認定・学位授与の方針」（ディプロマポリ

シー）、及び「入学者受け入れの方針」（アドミッ

ションポリシー）との一貫性をもって、さらに

社会の多様性やヘルスケアニーズにも対応する

ことを工夫し、カリキュラムに実習科目を体系

的に位置付け、全ての看護学実習科目を総括す

る目標を設定する。また、大学は、実習目的、実

習目標、実習スケジュール、実習評価方法、感染

予防対策、事故予防対策、個人情報の保護など

の倫理的配慮、災害時の対応等を明示した実習

要項を作成するとしている。教育機関が作成し

た実習要項にもとづき、学生の実習目標を達成

することができるように臨地実習を展開する必

要がある。そのためには、実習指導者が個々の

学生に対してどのような手段を用いて、どのよ

うな順序で指導をするのかといった指導計画が

重要と考える。効果的な実習指導計画を立案す

るため学習理論や教育理論に関する知識が必要

となってくる。そのため、【学習理論や教育理論

を実習の展開に活用できる】、【実習目標達成の

ための実習指導計画（案）が立案できる】、【学

生の学習状況や実習の進行状況に合わせて指導

計画の修正・評価ができる】等の評価項目が教

育実践能力の教育課程に求められていると推察

する。先行研究と比較すると、実習目的・目標

を理解していることや、教員との役割について

確認・調整していること、学生のレディネスを

理解すること等は共通の項目であった。本研究

では新たに、学習理論や教育理論を実習に活用

することや、実習指導計画を立案し、学生の状

況に合わせて指導計画の評価・修正をすると

いった、指導計画に関する項目が抽出された。

２．授業設計・実施について

　教育実践能力の授業設計・実施として32項目

の評価項目を作成した。授業設計・実施とは、

自らの専門領域の教育のみでなく、全ての領域

とのかかわりを意識して教育を展開する能力、

学生等が、リアリティーを感じながら自分の課

題として学ぶことができる学習環境を設定する

能力、学生等の体験や臨床実践の状況を教材化

して学生等に説明する能力、教材化のためには、

さらに学生および患者理解の能力、言語化能力、

状況把握能力が必要である（厚生労働省，2010）。

　前述したように、実習指導者の役割は、看護

学実習の位置づけを理解すること、学生との関

係性を構築し、学生の意欲を引き出せるように

支援すること、対象者と学生との関係形成を支

えること、対象者の状態に関するアセスメント

を説明すること、看護の実践者としての役割モ

デルとなること、とされている（文部科学省，

2020）。実習指導者は看護の実践者として関わ

りながら、学生の力を引き出し、学生が意欲的

に実習に取り組めるように指導することが重要

と考える。杉森ら（2021）は、看護学実習は学

生・指導者・クライエントの3者の関係を中心

に、それぞれにその他の医療従事者、家族、他

の学生が複雑に関係しあうことを必然とする授

業であると述べている。臨地実習は医療現場で

看護を必要としている人に学生が看護ケアを提

供するため、学生が安心して実習ができるよう

に病棟全体で実習を受け入れるように働きかけ、

スタッフの理解を求めるといった学習環境の調

整する能力が必要であると考える。また、指導

者以外の医療従事者と連携して、学生の看護計

画が患者の治療活動の妨げにならないように調

整する能力が求められている。池西ら（2022）

は、教材とは教えたいことを形にしたものと述

べている。杉森ら（2021）は、看護学実習にお

ける教材は、患者もしくはクライエントの提示

する現象のみならず、看護職者が患者・クライ

エントに提供する看護実践も教材になっている

と述べている。これらのことから、実習指導者

が行う看護実践や、患者の反応や言動からの学

生に何を学んで欲しいのかを明確にして、学生

の思考を促すような発問ができる能力が求めら

れている。そのため、【学生の実習展開が円滑に

進むようにスタッフの受け入れ調整ができる】、

【質問と発問を使い分けることができる】、【学生

に教えることの優先順位をつけて指導ができ

る】、【学生が行うケアの安全・安楽について確

認ができる】等の評価項目が教育実践能力の授

業設計・実施に求められていると推察する。先
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行研究と比較すると、学生受け入れを調整する

ことや学生指導のための場所の確保、スタッフ

や患者との関係性を支えるといった学習環境を

調整することや、倫理的配慮に基づく看護実践

や、礼節や守秘義務について指導できるなどの

看護のロールモデルを示すこと、また学生の情

緒や心理状況に留意することや学習状況に合わ

せて指導する等は共通の項目であった。本研究

では新たに、患者の言動や患者のサインの意味

を考え学生に説明できることや、教えることの

優先順位をつけて指導する等の教授活動に関す

る項目が抽出された。

３．学生等指導・評価

　教育実践能力の学生等指導・評価とは、多様

な学生等に対応する指導力、臨地実習の中で学

習を積み重ねていく学生等を形成的に評価する

能力、学生等が自らの能力開発に将来活かすこ

とができるような客観的な評価を行う能力であ

る（厚生労働省，2010）。

　看護学実習ガイドライン（文部科学省，2020）

では、看護学実習の到達目標に基づく達成度評

価は原則として、評価に関する責任は大学が有

する。そのため、実習指導教員は実習指導者等

の意見を可能な限り聴取し、評価に反映させる、

とされている。足立ら（2022）は、看護学実習

の形成的評価は、学生が実習目的を達成できて

いるのか成長過程をモニターすることであり、

成績をつける目的ではなく、学習ニードを判断

するために行われると述べている。また、実習

指導者が学生の行ったことをフィードバックす

ると、そこにはすでに形成的評価がなされてい

るとも述べている。実習指導者の視点で、個々

の学生の看護実践や患者との関わり等から、実

習目標の到達度について教員と共有できること

が重要と考える。実習指導者が学生の看護実践

について、振り返りできているところを認め、

課題を明確にすることにより個別性のある看護

実践につながると推察する。池西ら（2022）は、

教育評価は、学習成果を測り、自分の教育を振

り返り次につなげるものと述べている。また、

足立ら（2022）は、実習終了後に学生の学習評

価をするとともに、自らの指導過程を謙虚に振

り返ることは指導方法の改善、向上に有益な活

動であると述べている。さらに、安彦（1987）

は、自己評価と他者評価の関係について、自己

評価は単なる自分だけの評価から他者評価を取

り入れて、一段高い質の自己評価に高まらなけ

ればならないと述べている。これらのことから、

実習指導者が立案した実習指導案を基に実習指

導を振り返り、自身の指導について他の実習指

導者や上司からの他者評価を受け、自己評価を

見つめ直すことにより、実習指導者の指導力が

向上すると考える。そのため、【実習指導におけ

る評価の意義や方法が理解できる】、【実習期間

中に学生の形成的評価を行い、成果と課題を見

出すことができる】、【実習指導の経験を振り返

り、他者と共有することができる】等の評価項

目が教育実践能力の学生等指導・評価に求めら

れていると推察する。先行研究と比較すると、

学生の実習での経験を振り返ることや、実習目

標の達成についての評価は共通の項目であった。

本研究では新たに、実習指導者の経験を振り返

ることや、次の指導に活かすことができるといっ

た、実習指導者の実習指導について評価する項

目が抽出された。

Ⅴ．結　　論

　臨地実習指導者の教育実践能力に焦点をあて

た自己評価表作成のための評価項目の抽出を目

的として、臨地実習指導者の評価に関する先行

研究、保健師助産師看護師実習指導者講習会の

実施要綱（厚生労働省）、臨地実習指導者講習会の

資料、臨地実習指導に関する書籍等から、実習

指導者の自己評価に必要な評価項目を抽出した。

　教育課程では6項目、授業設計・実施では32

項目、学生等指導・評価では7項目の計45項目

の評価項目を生成した。教育実践能力に焦点を

あてた自己評価表作成の基盤として、指導力を

向上させるための具体的でより実践的な視点が

抽出された。

Ⅵ．研究の限界

　本研究において、臨地実習指導者の教育実践

能力に焦点をあてた自己評価表の基礎となる評

価項目を抽出した。教育実践能力についての評

価項目すべてを網羅するには限界がある。今後

は専門家の意見を取り入れて、さらに評価項目

を精選していきたい。

　本研究における利益相反事項はない。
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